
 

                        

 

 

入っても、罹
かか

らない体を作ろう！ 

 感染症の原因となる細菌やウイルスは、低温・低湿度

で活発に働くことが多く、これからの季節は、風邪・イ

ンフルエンザ・新型コロナウイルスなど感染症が猛威
も う い

を

振るう傾向にあります。一方で、気温が下がると人間の

免疫
めんえき

力は落ち、感染症に罹りやすくなります。 

『感染』とは、病原体（細菌やウイルス）が体の中に

侵入、定着、増殖し何らかの病的変化が起こることです。

つまり、体の中に病原体が入ったとしても、増えること

ができなければ、感染しません。 

 細菌やウイルスを体に入れない対策（マスク・手洗い）、

体に入っても感染しない体づくり（睡眠・運動・食事）、

そして、ウイルスや細菌の居心地の悪い環境づくり（換

気・加湿）をしていきましょう。 

手洗い実験の結果、公開中 
例年、保健委員会は紺碧祭で健康に関する展示を行っ

ています。今年度は、手洗い実験を行いました。培地
ば い ち

に

手をつけて、細菌やウイルスの増加の様子を観察しまし

た。しばらくの間、３階総合学習室前に展示しておきま

す。もっと手洗いがしたくなる！？画像ばかりです。ぜ

ひ、確認してください。 
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